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       いばらきまちづくり通信 

つどえ～る！ 

 

  
 
 
 
  
 大洗サンビーチに行くと、ほかの海水浴場では見られな
いものに気づかれると思います。海辺には、駐車場から
砂浜に降りるためのスロープや車椅子用の更衣室・トイ
レ・シャワーなどが設置されています。 
 このように、あらゆる人々が不自由なく利用できるように
製品や建物、環境をデザインすることを「ユニバーサルデ
ザイン」と呼んでいますが、海水浴場は、駐車場と砂浜と
の段差や異動しにくい砂浜など利用者にとって様々な障
害があるため、もっともその実現が難しい環境にあります。 
 

   
 
   ＜ 砂浜に降りるためのスロープ ＞ 

 

     
         ＜ ライフセーバーの活躍 ＞ 
 
大洗サンビーチでは、このような障害を克服するため、
ハード面だけでなく、ハンデを持った人のために、貸し
出し用の砂浜を移動できる水陸両用の車椅子の整備
やライフセーバーの団体によるサポート体制が整備され
るなど、ソフト面でも利用者の立場に立った創意工夫を
こらしています。 
 このような大洗サンビーチの試みに対して、全国３９件
の応募の中から厳しい審査を経て、「水辺のユニバーサ
ルデザイン大賞」（NPO 法人ユニバーサル社会工学研
究会主催）が贈られることになりました。 
 
  問い合わせ先：大洗町商工観光課 
           TEL：029(267)5111 
                      （編集委員 M.I） 
 

 
 
 
  筑波山道入り口を少し登り、関東鉄道バス筑波駅を
右手に見ながら看板を頼りに細い道を進んでいくと、木
立の中に白壁の蔵がひっそりと佇んでいました。筑波山
の麓、豊かな自然の中に、稲葉酒造の星ふる里蔵はあり
ます。蔵に一歩足を踏み入れると、年季の入った太い梁
や柱、漆喰の壁、柔らかな光、ゆったりとした時間が流れ
る懐かしい場所に来たような、ほっとした気持ちになりま
す。 
 江戸末期（1867 年）の創業以来、筑波山から流れ出て
くる伏流水を使って、酒作りが続いてきました。 
 

 

    
             ＜ 白壁の蔵 ＞ 

 街角レポート 
このコーナーでは、県内外のまちづくりやちょっ

と素敵なまちなかのお店や施設などをレポート

し皆さんにご紹介します。  

大洗サンビーチ 

 

  星ふる里蔵 
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  筑波山神社のお神酒ともなっている「男女川」の名は、
小倉百人一首にある 
   ～つくばねの峰より落つる男女川 
         恋ぞつもりて淵となりぬる～ 
という、陽成院の詠んだ歌に由来しています。 
 この伝統ある蔵も、先代が蔵主としては高齢になったこ
とや、杜氏の人材不足などで、閉じようかという話があが
っていました。しかし、娘の伸子さんが、小さな頃から慣れ
親しんできた、伝統のある蔵を無くしたくないという強い想
いから、6 代目蔵主として、酒作りを受け継ぐことになりま
した。  
 昨年には、酒蔵の歴史と文化を大切に守っていきたい
との願いに共鳴した、筑波大学の先生や学生が加わり、
蔵の改修を行い、男女川と星をイメージしたギャラリー「星
ふる里蔵」が生まれました。稲葉さんは、いずれはこの蔵
で、コンサートを開いたり、作品を展示したり、様々な人の
出会いと交流の場にしていきたいとおっしゃっていまし
た。 
 古き良き伝統を守りながら、新しいものを取り入れ育て
ていく、今回お話を伺って、これからのまちづくりのヒントを
頂いたような気がしました。 
                     

 

 
   
   
 
 
 
 
 
 
○手作り景観賞のススメ 
  
 山口県では、一般市民が、県内の心地よい景観を作り
出している建物や場所などを評価し、表彰する「手作り景
観賞」が実施され、まちの使い手である住民と設計者の
交流が図られています。 
この催しは、まちのよそおいネットワーク（通称：まちよ
そ）というＮＰＯ法人により運営されています。まちよそは、
景観を通じてまちづくりを考えようと、平成４年に発足し、
平成１２年には、ＮＰＯ法人の認証を受け、現在７２名のメ
ンバーが活動しています。 
 発起人の東さんは、｢この賞は、自分たちのまちは、自ら
の努力で美しくしていこうという思いからスタートしました。
まちづくりの主人公は、住民一人一人であると、住民自
身が認識することが大切であり、このような自立意識をも
つことで、初めて心地よいまちをつくることができるのでは
ないか｣とおっしゃっていました。 
 

  

    
 ＜2002 年 受賞作品：しものせき水族館『海響館』＞ 
 
  これからも、この賞を続けていきたい。それとともに、全
国各地でも、このような取り組みが広がっていってほしい
というのが、会のみなさんの願いだそうです。 
 
＜問い合わせ先＞  
   特定非営利活動法人まちのよそおいネットワーク 
         理事長 福田 東亜さん 
         事務局 岩田 真次さん 
         TEL 0836(32)8202 
                   
                      （編集委員 Ｙ．Ｎ） 

   

 
   ＜男女川と星をイメージしたギャラリー＞ 
 
   蔵主 稲葉 伸子さん 
   住所 つくば市沼田１４８５ 
   TEL 029-866-0020 
   E-ｍａｉｌ ｍｉｎａｎｏｇａ＠ｊｕ．ｅｊｎｅｔ．ｎｅ．ｊｐ 
   URL http：//www.minanogawa.jp/inquire.html 

(編集委員 Ｙ．Ｎ) 
 

 9 月 8,9 日に、山口県下関市で、全国景

観会議全体研修会が開かれました。その中

で、事例発表のあったまちづくり団体の取

り組みをご紹介します。  




